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東京清掃労働組合退職者会機関紙

第４回退職者会総会

社会保障の拡充と
現役支援を両輪に
運動を進めよう！

渡辺会長あいさつ
　福島第一原発の事故に
より、原発見直しの必要
性がはっきりしてきまし
た。現時点での世論は現
状維持がやや多数ですが、
原発は廃止するべきです。
　清掃退職者会は再建後
４年目に入りました。会員拡大を目標に
してきましたが、残念ながら不十分です。
今後、さらなる努力が必要です。
　年金・医療・介護の３点を運動の柱に
してきました。しかし、十分には改善さ
れていません。今年も重点課題に据えて
取組みを進めます。
　延期した春のウオーキングや秋の旅行
も行いたいと考えています。「現・退」一
致の立場からの運動を強めるとともに、
楽しく有意義な会にするため、会員の皆
さまのご協力をお願いいたします。

　

会
員
29
名
が
参
加
。
鈴
木
副
会

長
の
司
会
で
開
会
し
、
総
会
議
長

に
山
岸
治
美
さ
ん
を
選
出
し
ま
し

た
。
渡
辺
会
長
は
会
長
挨
拶
に
先

立
ち
、
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
の
被
災
者
を
悼
み
黙

と
う
す
る
こ
と
を
発
案
。
参
加
者

一
同
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
参
加
し
た
東
京
清

掃
西
川
委
員
長
は
、「
退
職
者
会
の

会
員
は
再
建
当
時
よ
り
約
２
倍
に

な
っ
た
が
、

ま
だ
ま
だ
少

な
い
。
会
員

拡
大
は
現
役

世
代
の
責
任

だ
と
自
覚
し

て
取
組
み
を

進
め
る
。
東

京
清
掃
は
東

日
本
大
震
災

の
復
旧
支
援

を
行
う
よ
う

　

４
月
18
日
、

第
４
回
定
期

総
会
を
Ｓ
Ｋ

ホ
ー
ル
で
開

催
し
ま
し
た
。

23
区
区
長
へ
強
く
申
し
入
れ
た
。

清
掃
局
・
東
京
清
掃
一
丸
と
な
っ

て
支
援
し
た
95
年
の
阪
神
淡
路
大

震
災
当
時
と
違
い
、
23
区
は
統
一

的
な
対
応
が
で
き
て
い
な
い
。
04

年
の
中
越
地
震
の
経
験
を
踏
ま
え
、

民
間
委
託
で
は
災
害
復
旧
対
策
を

行
え
な
い
こ
と
を
区
長
会
へ
提
言

し
た
が
、
こ
れ
も
活
か
さ
れ
て
い

な
い
。
原
発
は
自
民
党
政
権
が
国

策
と
し
て
進
め
て
き
た
。
東
京
清

掃
は
反
原
発
の
運
動
を
強
め
る
。」

と
決
意
を
込
め
て
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

上
部
団
体
と
各
単
会
を
代
表
し
、

自
治
退
都
本
部
浅
沼
会
長
、
都
庁

退
連
合
花
輪
会
長
か
ら
挨
拶
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

浅
沼
会
長
は
、「
東
日
本
大
震
災

※ 

２
面
へ
続
く

西川委員長浅川都本部会長花輪都庁退会長

鈴木副会長



２

東京清掃労働組合退職者会機関紙　2011 年５月

被
災
地
の
瓦
礫
処
理
や
原
発
事
故

に
よ
る
避
難
な
ど
、
協
力
が
必
要
。

自
治
退
の
課
題
で
あ
る
組
織
拡
大

は
、
再
任
用
・
再
雇
用
期
間
の
対

応
が
課
題
だ
。
都
本
部
は
未
加
盟

組
織
の
組
織
化
を
促
進
す
る
。
会

員
拡
大
へ
向
け
て
協
力
願
い
た
い
。

現
・
退
一
致
の
取
組
み
を
強
化
し
、

年
金
・
医
療
・
介
護
制
度
改
善
の

取
組
み
を
進
め
る
。」、
花
輪
会
長

か
ら
は
、「
会
員
拡
大
は
組
織
の
力

に
な
る
。
何
と
し
て
も
達
成
し
た

い
。
清
掃
事
業
が
各
区
バ
ラ
バ
ラ

に
な
り
、
清
掃
工
場
の
水
銀
問
題

が
起
き
た
。
一
体
的
廃
棄
物
処
理

体
制
を
求
め
て
い
き
た
い
。」
と

エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
議
事
に
移
り
、
昨
年
４

月
の
第
３
回
定

期
総
会
以
降
の

経
過
を
庄
司
事

務
局
長
、
会
計

決
算
を
戸
枝
会

計
、
会
計
監
査

結
果
を
岩
渕
監

査
が
報
告
し
ま

し
た
。
主
な
経

過
は
こ
れ
ま
で

本
紙
で
報
告
し

て
き
た
と
お
り

で
す
。

　

今
回
の
総
会
は
特
に
議
論
に
な

る
課
題
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

総
会
終
了
後
の
懇
親
会
で
は
、
東

日
本
大
震
災
被
災
地
救
援
の
こ
と
、

原
発
の
こ
と
、
高
齢
者
福
祉
制
度
の

問
題
点
や
、
会
員
拡
大
の
取
組
み
、

23
区
職
員
研
修
所
講
師
差
別
発
言

事
件
な
ど
東
京
清
掃
の
課
題
も
ま

じ
え
、
ビ
ー
ル
の
泡
を
飛
ば
し
な
が

ら
喧
々
諤
々
の
議
論
が
沸
騰
。

　

こ
の
か
っ
達
さ
を
維
持
し
て
い

る
こ
と
が
元
気
の
秘
訣
な
の
で

し
ょ
う
。

　

総
会
議
案
は
、
活
動
方
針
案
を
戸
張

副
会
長
、
会
計
予
算
案
を
戸
枝
会
計
、

規
約
改
正
案
を
庄
司
事
務
局
長
が
提

案
、
そ
れ
ぞ
れ
満
場
一
致
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

▼
４
月
18
日
、
第
４
回
定
期
総
会
を

開
催
。
総
会
の
模
様
は
別
記
報
告
の

と
お
り
。

▼
４
月
27
日
～
28
日
、
東
京
都
退

職
者
協
議
会
（
都
労
連
に
関
連
す
る

退
職
者
組
織
）
学
習
会
が
新
潟
の

ニ
ュ
ー
・
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南
で
開

催
さ
れ
、
戸
枝
会
計
が
参
加
。
学
習

会
の
内
容
は
報
告
を
参
照
。

▼
４
月
29
日
、
中
央
メ
ー
デ
ー
に
古

●
「
臨
時
・
非
常
勤

職
員
の
処
遇
改
善
、

雇
用
安
定
へ
向
け
た

法
改
正
を
求
め
る
署

名
」
に
、
現
時
点
で

41
名
195
筆
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
最
終
締
切
り

は
５
月
末
で
す
。

●
辻　

芳
徳
さ
ん（
豊

島
工
場
）
が
会
に
加

入
し
、
会
員
は
62
名

に
な
り
ま
し
た
。

退職者会
活動日誌

　

４
月
18
日
の
第
４
回
定
期
総
会

参
加
者
よ
り
カ
ン
パ
２
万
９
千
円
が

寄
せ
ら
れ
、
総
会
終
了
後
、
庄
司
事

務
局
長
か
ら
西
川
委
員
長
へ
贈
呈
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
会
員
よ
り
５
千

＊
４
月
１
日
の
第
７
回

幹
事
会
以
降
５
月
13

日
の
11
年
度
第
１
回

三
役
会
ま
で
の
活
動
。

▼
４
月
15
日
、
総
会

議
案
書
の
印
刷
・
製

本
を
自
前
で
実
施
。

業
者
印
刷
よ
り
会
の

支
出
を
大
幅
に
縮
減
。

口
幹
事
が
会
を
代
表
し
参
加
、
戸
枝

会
計
が
取
材
で
参
加
。

▼
５
月
１
日
、
日
比
谷
メ
ー
デ
ー
。

19
名
参
加
。
昨
年
同
様
退
職
者
会
独

自
の
隊
列
を
組
み
行
進
し
ま
し
た
。

▼
５
月
10
日
、
都
庁
退
組
織
拡
大
強

化
集
会
が
都
本
部
会
議
室
で
開
催
さ

れ
、
庄
司
事
務
局
長
と
戸
枝
会
計
が

参
加
。
会
員
拡
大
が
進
ま
な
い
点
は

各
単
会
共
通
の
悩
み
。
各
単
会
の
行

事
や
活
動
を
参
考
に
会
員
拡
大
へ
頑

張
り
た
い
。

▼
５
月
13
日
、
第
１
回
三
役
会
。
年

間
行
事
日
程
、
会
員
拡
大
へ
向
け
た

中
期
的
取
組
み
等
検
討
。
４
名
出
席
。

▼
事
務
局
会
議
・
事
務
業
務
は
、
４

月
６
回
、
５
月
３
回
。
主
な
課
題
は
、

総
会
準
備
、
メ
ー
デ
ー
準
備
、
機
関

紙
等
発
送
の
取
組
み
な
ど
で
し
た
。

円
の
振
込
み

が
あ
り
、
カ

ン
パ
総
額
は

３
万
４
千
円

に
な
り
ま
し

た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

東日本大震災被災者救援カンパ
34,000円被災地へ

山岸総会議長

庄司事務局長戸張副会長

総会終了後は楽しく懇親会
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■
「
想
定
外
」
だ
っ
た

　

政
府
首
脳
の
無
知

　

地
震
・
津
波
の
強
さ
を
「
想
定
外
」

と
す
る
の
は
、
東
電
の
賠
償
責
任
逃

れ
の
た
め
だ
が
、
本
当
に
「
想
定
外
」

だ
っ
た
の
は
東
電
・
保
安
院
・
官
邸

が
原
発
の
過
酷
事
故
発
生
を
想
定
し

て
お
ら
ず
、
危
機
管
理
体
制
が
全
く

な
か
っ
た
こ
と
だ
。
例
え
ば
10

 

Km
圏

を
避
難
地
域
に
指
定
し
た
と
き
、
官

邸
に
も
福
島
県
に
も
対
象
が
ど
こ
ま

で
か
を
示
す
地
図
す
ら
な
か
っ
た
。

　

も
っ
と
驚
い
た
の
は
、
菅
首
相
を

は
じ
め
政
府
首
脳
が
原
発
に
対
し
全

く
無
知
だ
っ
た
こ
と
で
、
例
え
ば
、

福
島
第
一
の
３
号
機
が
プ
ル
サ
ー
マ

ル
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
諸
外
国

の
心
配
を
よ
そ
に
ノ
ホ
ホ
ン
と
し
て

い
た
こ
と
。
某
官
房
副
長
官
は
浜
岡

原
発
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
す
ら
知
ら

な
か
っ
た
こ
と
な
ど
、
唖
然
と
し
た
。

■
現
場
労
働
者
の
被
曝

　

は
深
刻
な
事
態

　

現
場
の
緊
急
作
業
基
準
は
100

 

mSv
か

ら
250

 

mSv
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
現
場

労
働
者
は
必
死
に
な
っ
て
働
い
て
い

る
が
、
当
初
、
線
量
計
が
行
き
わ
た

ら
ず
、
相
当
数
の
人
の
被
曝
量
を
把

握
で
き
て
い
な
い
。
20
年
後
30
年
後

に
大
変
な
裁
判
に
な
る
と
思
う
。

■
避
難
地
域
を
同
心
円

　

の
設
定
に
し
た
理
由

　

放
射
能
の
流
れ
は
地
形
や
風
向
き

に
左
右
さ
れ
る
の
で
、
同
心
円
の
避

難
地
域
設
定
で
は
な
く
、
推
定
放
射

線
量
に
基
づ
く
べ
き
だ
と
再
三
進
言

し
た
が
、
累
積
の
放
射
線
量
が
深
刻

化
し
て
か
ら
よ
う
や
く
動
き
始
め

か
っ
た
。
官
邸
が
パ
ニ
ッ
ク
を
恐
れ

て
事
実
を
示
さ
な
か
っ
た
結
果
、
多

く
の
子
供
た
ち
を
健
康
が
害
さ
れ
る

危
険
の
中
に
放
置
し
て
し
ま
っ
た
。

　

ま
た
、
何
が
ど
こ
ま
で
危
な
い
か

も
示
し
て
い
な
い
。
水
道
水
の
数
値

発
表
時
「
基
準
値
の
３
倍
だ
が
、
健

康
に
は
影
響
な
い
。
た
だ
し
、
子
供

た
ち
に
は
飲
ま
せ
る
な
」
と
報
じ
た

が
、
何
が
何
だ
か
分
か
ら
な
い
。「
直

ち
に
健
康
に
影
響
な
い
」
と
は
長
期

的
健
康
被
害
を
全
く
無
視
し
た
論

だ
。
20
年
後
30
年
後
に
問
題
が
出
る
。

　

今
で
も
レ
ン
ト
ゲ
ン
等
の
被
曝
量

と
比
較
す
る
報
道
が
あ
る
。
内
部
被

曝
と
外
部
被
曝
と
で
は
次
元
が
異
な

る
。
御
用
学
者
の
良
心
を
疑
わ
ざ
る

を
得
な
い
。

■
原
発
よ
り
自
然
エ
ネ

　

ル
ギ
ー
の
方
が
安
い

　

規
制
す
る
側
（
保
安
院
）
が
推
進

す
る
側
（
経
産
省
）
の
一
機
関
で
は

規
制
で
き
な
い
。
規
制
強
化
へ
行
政

の
構
造
を
変
え
る
こ
と
が
必
要
だ
。

　

代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
考
え
方
を
確

無責任な原発推進と官邸の
無策が深刻な事態を招いた

東京都退職者協議会学習会
（原発事故の現状と課題）

た
。
ア
メ
リ
カ
は
80

 

Km
圏
を
在
留
米

人
の
退
避
範
囲
と
し
た
。
放
射
線
量
、

リ
ス
ク
等
を
き
ち
ん
と
根
拠
に
上
げ

て
お
り
、
根
拠
の
デ
ー
タ
や
評
価
に

対
す
る
議
論
が
で
き
る
が
、
日
本
は

根
拠
を
全
く
示
し
て
い
な
い
。
保
安

院
は
20

 

Km
の
根
拠
は
示
せ
な
い
と
発

言
し
た
。
根
拠
な
し
が
証
明
さ
れ
た
。

　

官
邸
は
早
い
時
期
に
30

 

Km
を
退
避

圏
と
す
る
方
針
だ
っ
た
が
、
大
規
模

な
避
難
に
警
察
庁
等
が
異
論
を
呈
し

た
た
め
、
と
り
あ
え
ず
屋
内
待
避
に

な
っ
た
。
そ
の
結
果
多
く
の
地
域
で

被
曝
量
が
増
え
た
。
飯
館
村
の
被
害

は
後
年
問
題
に
な
る
だ
ろ
う
。

■
デ
ー
タ
隠
し
に
よ
り

　

住
民
の
被
曝
も
深
刻

　

日
本
に
も
放
射
能
拡
散
予
測
の

デ
ー
タ
は
存
在
し
た
が
、
公
表
し
な

　

４
月
27
日
～
28
日
、
新
潟
の
ニ
ュ
ー
・
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南
で
都
退
協
学
習

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
原
発
事
故
の
現
状
と
課
題
」（
講
師
・
森

原
秀
樹
氏
）
と
「
税
制
・
医
療
制
度
な
ど
に
対
す
る
地
公
退
の
取
組
み
」（
講
師
・

川
端
地
公
退
事
務
局
長
）
で
し
た
。
当
初
、
保
坂
展
人
氏
を
講
師
に｢

政
権
交

代
の
総
括
と
今
後
の
政
治
経
済
の
展
望｣

を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
学
習
会

が
保
坂
氏
の
世
田
谷
区
長
初
登
庁
日
と
重
な
っ
た
た
め
、
急
遽
講
師
・
テ
ー
マ

を
変
更
し
ま
し
た
。
今
号
で
は
「
原
発
事
故
の
現
状
と
課
題
」
を
報
告
し
ま
す
。

　

森
原
氏
は
、
４
月
初
め
に
世
田
谷
区
長
選
対
事
務
局
長
に
な
る
ま
で
社
民
党

原
発
事
故
対
策
本
部
事
務
局
の
中
心
メ
ン
バ
ー
と
し
て
原
発
事
故
に
対
応
し
、

官
邸
の
動
き
を
直
接
み
て
き
た
と
の
こ
と
で
す
。
こ
の
時
期
の
官
邸
を
中
心
と

し
た
動
向
に
つ
い
て
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。講
演
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

立
す
る
必
要
が
あ

る
。
ア
メ
リ
カ
で

は
原
発
よ
り
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
方

が
安
い
こ
と
が
証

明
さ
れ
て
い
る
。
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日比谷
メーデー

中　央
メーデー

　

連
合
の
中
央
メ
ー
デ
ー
は
３
・

11
大
震
災
の
自
粛
ム
ー
ド
に
伴
い

「
東
日
本
震
災
救
援
大
集
会
」
と
し

て
開
催
、
式
典
の
み
と
な
り
ま
し

た
。
東
京
清
掃
は
本
部
役
員
限
定

の
対
応
と
し
ま
し
た
の
で
、
退
職

者
会
も
代
表
参
加
に
し
ま
し
た
。

　

全
労
協
等
の
日
比
谷
メ
ー
デ
ー

は
、
５
月
１
日
に
例
年
同
様
の
規

模
で
開
催
。
東
京
清
掃
も
例
年
同

様
日
比
谷
メ
ー
デ
ー
中
心
に
取
組

み
ま
し
た
。
メ
ー
デ
ー
当
日
は
風

が
強
い
曇
天
で
し
た
が
、
か
え
っ

て
暑
く
な
く
好
都
合
。
退
職
者
会

は
昨
年
よ
り
さ
ら
に
多
い
19
名
が

参
加
。
昨
年
同
様
、
女
性
部
と
青

年
部
の
間
に
独
自
の
隊
列
を
組
み
、

現
役
の
仲
間
と
と
も
に
元
気
に
鍛

冶
橋
ま
で
行
進
し
ま
し
た
。

日曜日の日比谷メーデーは子
( 孫 ) 連れの参加が例年より
多かったようです。大震災復興支援カンパと茨城産野菜販売

東電本社前で「原発即時廃止」をシュプレヒコール


